
ここがききたい！ 一般質問

問　

結
婚
は
個
人
的
な
こ
と

か
ら
行
政
が
支
援
す
べ
き
こ

と
へ
と
変
わ
り
、
出
会
い
を

生
む
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。　

　

①
栃
木
県
は
独
身
男
性
の

数
が
独
身
女
性
よ
り
多
い
と

の
調
査
が
あ
る
。
本
市
の
60

歳
以
下
の
独
身
男
女
の
数
を

聞
く
。

　

②
こ
れ
ま
で
の
県
や
市
の

取
り
組
み
が
男
女
バ
ラ
ン
ス

の
悪
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
本
市
の
出
会
い

の
機
会
創
出
に
関
す
る
取
り

組
み
や
、
男
女
バ
ラ
ン
ス
を

是
正
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
く
。

答　
①
27
年
の
国
勢
調
査
結

果
で
は
、
15
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
独
身
者
数
は
男
性
が

６
万
４
３
９
４
人
、
女
性
が

４
万
４
８
７
９
人
と
、
女
性

の
数
が
男
性
の
約
70
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

②
こ
れ
ま
で
、
出
会
い
の

場
を
創
出
す
る
交
流
事
業
の

開
催
な
ど
結
婚
に
つ
な
が
る

支
援
を
進
め
て
き
た
。 

　

29
年
度
は
、
結
婚
観
、
家

族
観
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
宇
都
宮
餃
子
祭

り
な
ど
、
宇
都
宮
の
魅
力
で

あ
る
来
訪
者
の
多
い
イ
ベ
ン

ト
を
活
用
し
た
出
会
い
の
場

を
創
出
す
る
交
流
事
業
に
新

た
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
市
が

行
っ
て
い
る
事

業
の
中
で
市
外

の
女
性
を
呼
び

込
む
内
容
を
検

討
す
る
。

幸
せ
な
結
婚
へ

出
会
い
の
機
会
創
出

拡
大
を

佐々木 均
（愛うつのみや 代表質問）

問　

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
基
本
的
な
問
題
点
は
、

徹
底
し
た
利
用
者
目
線
の
不

足
で
あ
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
運
営
改
善
を
す
る

シ
ス
テ
ム
を
バ
ス
会
社
に
導

入
さ
せ
る
こ
と
を
調
査
検
討

で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
必
要
な
バ

ス
運
転
手
を
今
か
ら
準
備
し

な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
考

え
る
が
、
慢
性
的
な
運
転
手

不
足
対
策
へ
の
対
応
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
聞
く
。

答　

バ
ス
事
業
者
に
お
い
て

は
、
利
用
者
の
意
見
や
利
用

状
況
の
把
握
に
努
め
、
接
遇

の
向
上
や
効
率
的
な
運
行
ダ

イ
ヤ
の
編
成
を
行
う
な
ど
、

利
用
者
目
線
の
運
行
改
善
に

日
常
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、

生
活
行
動
実
態
調
査
や
バ
ス

の
乗
り
込
み
調
査
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
移

動
実
態
や
バ
ス
の
利
用
実
態

を
詳
細
に
把
握
し
、
交
通
事

業
者
と
協
力
し
な
が
ら
将
来

の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

バ
ス
の
運
転
手
不
足
対
策

に
つ
い
て
は
、
バ
ス
事
業
者

に
お
い
て
、
雇
用
条
件
の
改

善
や
、
大
型
二
種
免
許
取
得

支
援
制
度
を
設
け
る
な
ど
運

転
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
運
転

手
確
保
は
バ
ス
事
業
者
が
主

体
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
て
い
る
が
、
持
続
可
能
な

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
向
け
運
転
手
な
ど
の

人
材
確
保
は
重
要
で
あ
る
た

め
、
効
果
的
な
支
援
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
の
声
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ

よ
り
誰
も
が
活
用
し

や
す
い
公
共
交
通 宇賀神 文雄

（社民党 代表質問）

問　

事
件
発
生
時
に
開
催
し

て
い
た
、
宇
都
宮
城
址
ま
つ

り
の
主
催
者
で
あ
る
「
よ
み

が
え
れ
！
宇
都
宮
城
」
市
民

の
会
の
目
的
と
、
市
の
支
援

に
つ
い
て
聞
く
。

　

ま
た
、
事
件
の
被
害
者
へ

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
ま
つ
り
の
主
催
者

や
、
共
催
者
で
あ
る
市
の
責

任
と
、
被
害
者
へ
の
補
償
や

支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

「
よ
み
が
え
れ
！
宇
都

宮
城
」
市
民
の
会
は
、
城
址

公
園
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
、
郷
土
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
お

り
、
市
で
は
発
足
当
初
か
ら

交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

爆
発
事
件
は
、
悪
意
に
よ

り
突
発
的
に
発
生
し
、
阻
止

は
困
難
で
あ
っ
た
。
発
生
直

後
に
は
、
避
難
誘
導
や
看
護

師
に
よ
る
救
護
活
動
を
行

い
、
イ
ベ
ン
ト
を
即
時
中
止

し
、
園
内
の
緊
急
点
検
を
行

っ
て
お
り
、
主
催
者
や
市
の

運
営
上
の
過
失
や
、
施
設
管

理
者
と
し
て
の
過
失
も
無
い

こ
と
か
ら
補
償
は
難
し
い
。

　

被
害
者
に
対
し
て
は
、
公

益
社
団
法
人
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ち
ぎ
が
窓
口
と
な

り
、
相
談
対
応
や
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
市
は
こ
の
機
関

と
連
携
し
、
被
害
者
の
心
情

な
ど
に
配
慮
し
て
庁
内
の
各

種
手
続
き

が
円
滑
に

進
む
よ
う
、

必
要
な
支

援
を
行
っ

て
い
る
。

西　房美
（緑の党 代表質問）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
み
ん
な
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な

る
た
め
に
必
要
な
中
心
市
街
地
の

活
性
化
②
み
ん
な
に
選
ば
れ
る
ま

ち
と
な
る
た
め
に
必
要
な
観
光
資

産
の
創
出
③
防
犯
や
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
見
た
各
種

カ
メ
ラ
の
積
極
的
利
用
④
郷
土
愛

を
育
む
た
め
に
本
市
が
で
き
る
こ

と
⑤
Ｌ
Ｒ
Ｔ

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
労
働
行
政
②
平
和
行
政
③
農
業

振
興
④
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎（
慢

性
疲
労
症
候
群
）に
対
す
る
支
援

⑤
在
日
朝
鮮
人
等
の
権
利
擁
護
の

た
め
の
施
策

宇
都
宮
城
址
公
園
で
の

爆
発
事
件

被
害
者
救
済
は

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
民
の
問
題
解
決
の
た
め
の

弁
護
士
採
用
②
自
転
車
の
ま
ち

宇
都
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
自
転
車

道
路
の
整
備
③
樹
木
の
剪
定

④
電
磁
波
に
よ
る
影
響
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